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比べて、ハロゲン化処理を施した場合の接合界面に観察された Sn-O-Cl および Sn-O-F 粒子は、いずれもより低い接
合温度から凝集・粗大化し得ることが分った。これに伴いより低い接合温度から引張強さが上昇することが分った。 
 第６章においては、下地金属が液相になった場合、錫の加工層に含まれる酸化物および表面酸化皮膜がどのような
























 一方、接合表面を HCl や HF 蒸気に曝す「ハロゲン化処理」を施すことにより、表面酸化物を化学的に変化させ接
合現象に及ぼす影響を調べている。ハロゲン化処理により表面酸化物は Sn-X-O（X＝Cl または F）化合物に置き換
えられ、これらは Sn 酸化物に比べてより低温から凝集・粗大化することにより、接合強さの向上を促進することを
見出し、化学反応論的な考察を加えている。 
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